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梅の香りに包まれて梅の香りに包まれて
（２月 21日・綱敷天満宮）
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Interview

新
川
久
三
町
長
に

　
　
　
　

 

抱
負
を
聞
く

安
心
・
安
全
な
町
を
目
指
し
て

　当　新川　久三　6,657票
　　　有本　重隆　6,162票
　　有権者数　16,948人
　　投票者　　12,979人
　　投票率　　76.58％

１月３１日執行
「築上町長選挙」結果

　１月 31 日に行われた町長選挙で再
選を果たした新川町長。合併から４年、
２期目の舵取りを担うことになりま
す。財政赤字に伴う行財政改革、人
口の減少、急速な少子高齢化、基幹
産業の不在など、築上町には課題が
山積しており、町政の舵取りには、
その重荷以上の期待と責任がかかっ
ています。

　初登庁した２月 12日、新川町長は、
職員に向けて「町づくりの基本であ
る総合計画、新町建設計画に沿って
町づくりを進めていきます。１人ひ
とりの発想を大事にし、新しい提案
をどんどん行ってほしい」とあいさ
つしました。
　今回、町長が目指す施策や町政の
方針についてお聞きしました。
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Interview

 

子
育
て
支
援
と
教
育

○
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化

　

ま
ず
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に

中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
さ
ん

の
医
療
費
無
料
化
を
予
定
し
て
お

り
、
22
年
度
７
月
か
ら
の
実
施
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

○
保
育
料
は
国
の
基
準
以
下
を
堅

　

持

　

築
上
町
の
保
育
料
は
国
の
基
準

以
下
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
堅

持
し
て
い
き
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
の
週
５
日
米
飯

　

給
食
実
施

　

築
上
町
で
は
、
米
飯
給
食
完
全

週
５
日
制
を
６
つ
の
小
学
校
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
22
年
度
か
ら

椎
田
小
学
校
、
築
城
小
学
校
で
も

実
施
を
始
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
23

年
度
か
ら
は
椎
田
中
学
校
、
築
城

中
学
校
で
も
実
施
の
予
定
で
す
の

で
、
町
内
全
小
中
学
校
が
米
飯
給

食
完
全
週
５
日
制
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
は
、

健
康
的
な
食
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
基
本
と
な
る
の
が
米
飯

で
す
。
米
飯
の
良
さ
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
問
題
を
含
め
て
町
全
体
で

健
康
問
題
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

 

校
舎
の
耐
震
化
と

　
　
教
育
環
境
の
整
備

　

校
舎
の
耐
震
化
は
、
米
軍
の
再

編
交
付
金
を
使
っ
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
・
集
中
し
て
勉
強

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

 

産
業
振
興
と
働
く
場

　
　
　
　

の
確
保

○
産
業
の
振
興

　

築
上
町
は
農
業
の
町
で
す
が
、

近
年
農
業
だ
け
で
生
計
を
た
て
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
は
食
料
の
大
半
を
外
国

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
も

し
こ
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
食
生
活
は
崩
壊
し
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、

食
料
の
自
給
、
農
業
が
と
て
も
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
は
米
が
余
っ
て
い
る
状
態

な
の
で
、
余
っ
た
分
を
飼
料
米
や

バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
事
業

に
は
豊
富
な
資
金
が
必
要
で
す
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た

め
に
も
、
企
業
の
誘
致
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
農
家
の
所

得
向
上
を
め
ざ
し
て
、
国
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

○
雇
用
問
題

　

雇
用
問
題
に
関
し
て
は
、
広
域

農
道
が
開
通
し
ま
す
の
で
、
町
内

に
青
果
市
場
等
が
で
き
れ
ば
雇
用

　

厳
し
い
選
挙
戦
で
し
た
が
、
過

半
数
の
負
託
を
い
た
だ
き
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
選
挙
戦

に
お
い
て
は
批
判
も
当
然
あ
る
と

覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
真
摯
に
皆

さ
ま
の
声
を
受
け
止
め
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
暮
ら

し
を
守
る
町
政
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

選
挙
戦
を

　
　
振
り
返
っ
て

の
確
保
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

築
上
町
で
は
、
液
肥
事
業
を
進

め
て
お
り
、
農
家
で
液
肥
を
使
っ

た
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
米
環
、
レ
タ
ス

等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
米
環
は
、
米
飯
給
食
の
主

食
と
し
て
学
校
給
食
に
も
導
入
さ

れ
、ま
た
、レ
タ
ス
は
大
手
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
に
も
納
入
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
食
育
と
農
業
振
興

　

教
育
問
題
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

学
校
給
食
、
食
育
、
産
業
振
興
を

か
ね
た
米
飯
給
食
の
取
り
組
み
を

町
全
体
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
主
食

は
米
。
米
を
主
食
と
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
を
地
場
産
の
食

材
で
作
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食

育
と
地
産
地
消
を
推
進
、
そ
し
て

農
業
振
興
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲当選証書を受け取る新川町長▲職員を前にあいさつ



４４

Interview
  

基
地
と
の
共
存
共
栄

　

米
軍
再
編
に
か
か
る
調
整
交
付

金
を
ソ
フ
ト
面
で
使
え
る
予
定
が

あ
り
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
の
財
源
な
ど
弾
力
的
に
利
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
音
工
事
に
関
し
て
は
、
基
準

値
を
満
た
し
て
い
な
く
と
も
、
全

町
で
行
え
る
よ
う
、
防
音
区
域
の

拡
大
を
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
、
基
地
協
賛
会
の
会
長

に
就
任
す
る
予
定
で
す
。
６
月
か

ら
そ
の
活
動
が
始
ま
る
と
思
い
ま

す
。

  

行
財
政
改
革

○
行
財
政
改
革

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
平

成
19
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た
３
役

を
含
め
た
職
員
の
給
与
削
減
で
す

が
、
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、

職
員
２
０
０
人
体
制
に
な
る
よ
う

に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る

た
め
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
す
。

○
過
疎
地
域
に
指
定

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
改
正
で
新
年
度
か
ら
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
が
10
割

を
充
当
す
る
過
疎
債
に
よ
る
事
業

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
社

会
基
盤
の
整
備
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
地
方
分
権
と
は
、
国
か

ら
交
付
金
等
の
用
途
を
指
定
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
自
治
体
で

必
要
な
事
業
等
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
過
疎
地
域

へ
の
指
定
が
良
い
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

※
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

　

法

　

国
が
過
疎
地
を
財
政
支
援
す
る

法
律
。
人
口
減
少
率
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
市
町
村
に
、
地
方
交
付

税
で
元
利
償
還
の
７
割
を
手
当
て

す
る
過
疎
債
の
発
行
を
認
め
、
公

共
事
業
の
補
助
率
も
か
さ
上
げ
す

る
。
こ
の
法
律
は
時
限
立
法
で
、

３
月
末
で
期
限
が
切
れ
る
が
、
２

０
１
６
年
３
月
ま
で
６
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の

改
正
に
お
い
て
過
疎
自
治
体
の
指

定
要
件
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
築
上
町
は
、
過
疎
市
町
村
の

指
定
要
件
の
う
ち
財
政
力
要
件
だ

け
で
な
く
、
人
口
要
件
「
昭
和
55

年
〜
平
成
17
年
の
25
年
間
の
人
口

減
少
率
が
17
％
以
上
で
あ
る
こ

と
」（
築
上
町
は
約
19
％
）
を
満

た
す
た
め
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
る
見
通
し
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

　

建
設

　

平
成
23
年
度
に
は
旧
築
城
町
役

場
跡
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
神

楽
の
里
築
上
町
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
神
楽

を
常
時
上
演
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
を
付
近
の
商
店
街
の
活
性

化
に
も
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

福
祉
・
健
康

　

築
上
町
の
総
合
計
画
は
「
子
ど

も
の
命
を
護
り
ま
す
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
対
策
、
認
知
症

予
防
を
兼
ね
た
ふ
れ
あ
い
健
康
サ

ロ
ン
の
拡
大
、
特
定
健
診
の
受
診

率
の
向
上
、
妊
産
婦
の
無
料
検
診

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

  

環　
境

　

生
ご
み
は
農
地
へ
還
元
す
る
た

め
に
液
肥
と
と
も
に
肥
料
化
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

生
ご
み
と
燃
え
る
ご
み
の
分
別
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
へ

の
還
元
と
い
う
こ
と
で
、
営
農
集

団
の
育
成
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
燃
え
る
ご
み
を
固
形
燃

料
化
し
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）、
大
牟
田
の

発
電
所
に
搬
入
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
築
上
町
で
も
使
用
で
き
れ

ば
さ
ら
な
る
費
用
の
削
減
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

  

今
後
に
向
け
て

　

４
年
間
、
築
上
町
の
基
礎
づ
く

り
か
ら
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
時
代
は
ま
さ
に
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、
新
た
な
課
題

が
目
の
前
に
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
克
服
す
べ
く
、

職
員
と
と
も
に
全
力
で
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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町内外からのお知らせ
入札結果（１月分） 入札結果についてお知らせします。

問い合わせ：財政課　管財係（内線 342）
入札日：平成22年 1月 7日

【学校教育課】
八津田小学校下水管埋設工事（宇留津 327番地 地内）
　落札金額：10,400,000 円
　工　　期 : 平成 22年 1月 18日～平成 22年 3月 18日
　落札業者：元杭建設
築城小学校下水管埋設工事調査実施設計業務委託
　　　（上別府 305 地内）
　落札金額：430,000 円
　納　　期：平成 22年 1月 14日～平成 22年 2月 12日
　落札業者：（有）杉設計
【建設課】
上日奈古水路改修工事（日奈古 地内）

　落札金額：1,380,000 円
　工　　期：平成 22年 1月 8日～平成 22年 3月 6日
　落札業者：有永建設（株）
赤幡線道路改良舗装工事（赤幡 地内）
　落札金額：9,580,000 円
　工　　期：平成 22年 1月 12日～平成 22年 3月 25日
　落札業者：橋本建設
【産業課】
町固形堆肥製造施設の堆肥攪拌機械設備修繕工事
　落札金額：3,900,000 円
　工　　期：平成 22年 1月 8日～平成 22年 3月 19日
　落札業者：（株）日本製鋼所

宝くじ助成で、今津自治会、赤幡第２自治会、

上築城自治会がコミュニティ備品を整備

　今津自治会・赤幡第２自治会・上築城自治会
では、道路や河川の清掃活動や神幸祭などの地
域振興活動を精力的に行っています。この功績
が認められ、（財）自治総合センターが実施する
「宝くじ助成事業」による助成金を受けて、この
３つの自治会がコミュニティ備品を整備しまし
た。
　今後は、今回整備した備品を活用して、より
活発な地域活性化活動が期待されます。
※「一般コミュニティ助成事業」は宝くじ事業収
入を財源として、（財）自治総合センターから、
地域のコミュニティ活動に必要な備品などに対
して資金が助成される事業です。
問い合わせ：企画振興課　企画振興係（内線 362）

オクーン・アンサンブル・ザルツブルグコンサート

【春の名曲コンサート〜ショパン、シューマン生誕２００年記念〜】

入場無料

総務省主催地上デジタル放送移行
に向けた説明会

ご都合のよい日時、会場にご参加ください。
説明地区

月　日

3/1（月）

3/2（火）

3/3（水）

3/5（金）

3/6（土）

3/7（日）

3/13（土）

椎　田　地　区

椎田学習等供用施設 9：30
（延塚記念館）

船迫地区学習等供用施設
13：30

下城井公民館　9：30
築城公民館　13：30
上城井公民館　9：30
老人憩いの家｢やまさと」13：30

小山田地区学習等供用施設
13：30

岩丸生涯学習センター
13：30

八津田小学校　9：30
西角田小学校　13：30

小原小学校　9：30
葛城小学校　13：30

築　城　地　区

説明会の問い合わせ：総務課（内線 320）
　総務省福岡県テレビ受信者支援センター
　　　　　　　　　　　　　　092（534）7411
地デジについての問い合わせ：
　総務省地デジコールセンター 0570（07）0101

　『オクーン・アンサンブル・ザルツブルグ』のコ

ンサートを今年も次の日程で開催します。

　国際的に活躍する演奏家の生の演奏を聴けるチャ

ンスです。

　皆さんのご来場をお待ちしています。

日　時　平成２２年４月７日（水）

　　　　開演：１９：００（開場：１８：３０）

会　場　コマーレ

出　演　萩原淑子（ヴァイオリン）

　　　　ペーター・ランガートナー（ヴィオラ）

　　　　ジェレミ・フィンドレイ（チェロ）

　　　　ルビム・オストロフスキー（ピアノ）

　　　　ナディア・ルバネンコ（ピアノ）

プログラム

　エネスコ　　　演奏会用小曲

　サンサーンス　「白鳥」

　ショパン　　　６曲のワルツ

　ドビュッシー　チェロ・ソナタ

　シューマン　　ピアノ四重奏曲

　　　　　　　　作品４７

主　催　築上町・築上町教育委員会

問い合わせ　生涯学習課　生涯学習係（内線 243）



６

町内外からのお知らせ
小
・
中
学
校
指
定
学
校
の

変
更
及
び
区
域
外
就
学
制
度

　

町
で
は
、
お
住
ま
い
の
住
所
か

ら
通
学
す
べ
き
小
・
中
学
校
を
指

定
し
て
い
ま
す
が
、
事
情
に
よ
り

指
定
学
校
以
外
の
学
校
に
通
学
を

希
望
す
る
児
童
・
生
徒
の
た
め
に

「
就
学
指
定
校
変
更
、
及
び
区
域

外
就
学
の
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
。

■
指
定
校
変
更

　

築
上
町
在
住
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
築
上
町
立
の
指
定
さ
れ

た
学
校
以
外
の
校
区
の
学
校
に
通

学
を
認
め
る
制
度
で
す
。

■
区
域
外
就
学

　

築
上
町
以
外
の
市
町
に
在
住
の

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
築
上
町

立
の
小
中
学
校
へ
通
学
を
認
め
る

制
度
で
す
。（
他
の
市
町
立
の
学

校
に
通
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
住
所
地
の
教
育
委
員
会
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
）

■
変
更
の
基
準

①
心
身
の
障
害
に
よ
っ
て
遠
距
離

の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合

②
転
出
等
に
よ
り
、
教
育
に
支
障

を
き
た
す
場
合
（
原
則
と
し
て
、

小
学
校
第
６
学
年
及
び
中
学
校
第

３
学
年
に
在
籍
す
る
場
合
）

③
学
期
半
ば
で
転
居
（
転
出
）
し

た
場
合

④
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、
帰

宅
後
の
保
護
が
不
可
能
な
た
め
保

護
者
に
代
わ
る
方
が
い
る
校
区
の

学
校
へ
変
更
す
る
場
合

⑤
い
じ
め
・
不
登
校
等
に
よ
る
教

育
的
配
慮
か
ら
、
や
む
を
得
な
い

と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合

⑥
特
定
の
部
活
動
を
行
い
た
い

が
、
指
定
中
学
校
に
そ
の
部
活
動

が
な
い
場
合

⑦
住
宅
購
入
に
伴
う
登
記
の
た
め

に
住
民
票
を
異
動
し
た
場
合

⑧
住
宅
が
改
築
中
の
た
め
、
一
時

的
に
他
の
学
校
区
に
転
居
し
た
場

合⑨
通
学
距
離
、
時
間
及
び
通
学
路

の
安
全
性
か
ら
特
に
配
慮
を
要
す

る
場
合

⑩
特
別
支
援
学
級
に
入
級
す
る
た

め⑪
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め

　

申
請
理
由
に
よ
っ
て
学
校
長
の

意
見
書
や
そ
の
他
添
付
書
類
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

指
定
校
変
更
手
続
き
の
流
れ

①「
指
定
校
変
更
申
立
書
（
様
式

第
１
号
）」
を
教
育
委
員
会
に
提

出
す
る
。

②
教
育
委
員
会
が
審
査
を
行
い
、

指
定
学
校
の
変
更
が
妥
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限
り
、
保

護
者
に
「
指
定
学
校
変
更
通
知
書

（
様
式
第
２
号
）」
を
交
付
す
る
。

③
指
定
学
校
変
更
の
通
知
を
受
け

た
保
護
者
は
、「
誓
約
書
（
様
式

第
４
号
）」
を
教
育
委
員
会
に
提

出
す
る
。

　

「
指
定
学
校
変
更
申
立
書
」
及

び
「
誓
約
書
」
の
様
式
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

区
域
外
就
学
申
請
手
続
き
の
流
れ

①「
区
域
外
就
学
許
可
申
請
書
」

を
就
学
希
望
校
先
の
教
育
委
員
会

に
提
出
す
る
。

②
就
学
希
望
先
の
教
育
委
員
会
と

築
上
町
教
育
委
員
会
で
協
議
を
行

う
。

③
就
学
指
定
学
校
の
変
更
が
妥
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限

り
、「
区
域
外
就
学
校
変
更
承
諾
」

が
通
知
さ
れ
る
。

※

築
上
町
の
「
区
域
外
就
学
許
可

申
請
書
」
様
式
は
学
校
教
育
課
に

備
え
つ
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課　

学

校
教
育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
５
３
）

平
成
22
年
度　

築
上
町
嘱
託
・

臨
時
職
員
の
登
録

　

平
成
22
年
度
か
ら
築
上
町
嘱
託

職
員
（
常
勤
・
非
常
勤
）・
臨
時

職
員
と
し
て
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
平
成
22
年
４

月
１
日
以
降
に
築
上
町
が
嘱
託
・

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
採
用
を
行
い
ま
す
。

職
種

●
介
護
員

●
保
育
士
（
有
資
格
者
）

●
児
童
館
業
務
・
子
育
て
支
援
業

　

務
・
学
童
保
育
業
務

（
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
学

校
教
諭
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
で

普
通
自
動
車
免
許
所
有
者
）

●
看
護
師
（
有
資
格
者
：
看
護
師

又
は
准
看
護
師
）

年
齢　

 

平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
で
満
18
歳
以
上
63
歳
未
満
の
方

申
込
期
間

　

３
月
１
日
（
月
）
〜
10
日
（
水
）

　

の
８

：

30　

か
ら
17

：

00
ま
で

　

（
土
曜
日
・　

日
曜
日
は
除
き

　

ま
す
。）

提
出
書
類　

雇
用
申
込
書
・
履
歴

　

書
・（
要
資
格
の
職
種
に
つ
い

　

て
は
免
許
状
等
の
コ
ピ
ー
）

※

総
務
課　

人
事
秘
書
係
に
登
録

要
項
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
先

　

総
務
課　

人
事
秘
書
係

　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
１
１
）

問
い
合
わ
せ　

・
児
童
館
業
務
・
子
育
て
支
援
業

　

務
・
学
童
保
育
業
務
・
保
育
士

　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
２
）

・
看
護
師

　

福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
５
１
）

・
介
護
員

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
５
２
）

▲梅まつり：空手部会の皆さん



７

町内外からのお知らせ

子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
育
成
を
社
会
全

体
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
一
律
に
月
額
１
３
,

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

︿
概
要
﹀

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
中
学
３
年

生
に
な
る
ま
で
の
児
童
・
生
徒
が

対
象
で
す
。

　

所
得
制
限
は
設
け
ま
せ
ん
。

　

支
払
い
月
は
、
６
月
・
10
月
・

２
月
（
児
童
手
当
支
給
月
と
同
じ

で
す
）。

　

子
ど
も
手
当
の
一
部
に
児
童
手

当
が
該
当
と
な
り
ま
す
の
で
、
児

童
手
当
の
他
に
子
ど
も
手
当
を
受

給
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

公
務
員
の
方
は
所
属
庁
が
該
当

に
な
り
ま
す
（
お
勤
め
先
で
の
支

給
に
な
り
ま
す
）。

︿
申
請
方
法
﹀

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
築
上
町
か
ら
受
給
さ

れ
て
い
る
方
）

　

児
童
手
当
の
該
当
者
の
方
で
人

数
・
支
給
要
件
の
変
更
が
あ
る
方

は
、
３
月
末
ま
で
は
、
児
童
手
当

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。（
中
学

生
の
生
徒
に
つ
い
て
）

　

児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
よ
り

現
在
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
受
付
は
４
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
号
の

広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
３
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　

３
月
１
日
〜
７
日

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

防
火
標
語

　

「
消
え
る
ま
で

　
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元

　
　
　
　
　

に
ら
め
っ
子
」

実
施
期
間　

３
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
７
日
（
日
）

重
点
目
標　

●
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

　

止
対
策
の
推
進

●
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

●
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

　

た
取
り
組
み
の
推
進

●
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　

安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

１
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　

（
内
線
３
３
３
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

多
重
債
務
・
消
費
者
問
題

　

多
重
債
務
・
訪
問
販
売
、
ネ
ッ

ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費
者
問

題
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

日　

時　

３
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

13

：
30
〜
16

：

30

会
場　

築
城
支
所　

臨
時
相
談
室

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
。

最
大
６
人
ま
で
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。（
各

相
談
月
の
１
日
か
ら
受
付
開
始
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
課　

商
工
観
光
係

　
　
　
　
　

（
内
線
１
８
２
）

平
成
22
年
度
築
上
町
町
民

主
催
事
業
の
受
付

　

文
化
会
館
コ
マ
ー
レ
、
中
央
公

民
館
、
築
城
公
民
館
、
下
城
井
公

民
館
、
上
城
井
公
民
館
を
会
場
に
、

各
種
展
示
会
や
発
表
を
行
う
文
化

活
動
の
事
業
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
、
そ
の
他
町
民
の
文
化
向
上
に

寄
与
す
る
も
の

申
込
期
限　

３
月
31
日
（
水
）

　

応
募
要
項
、
申
請
書
は
生
涯
学

習
課
、
中
央
公
民
館
、
築
城
公
民

館
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
３
）

築
上
町
近
郊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
参
加
者
募
集

参
加
資
格　

築
上
町
近
郊
に
在
住

ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

（
中
学
生
以
上
）

日
時　

３
月
21
日
（
日
）

　
　
　

受
付　

８

：

30
〜

会
場　

椎
田
中
学
校
体
育
館

種
目

　

ダ
ブ
ル
ス
一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　

一
般
女
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

参
加
費
用　

１
人
１
,

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
当
日
受
付
）

申
込
期
限　

３
月
９
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
１
）

　

体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　

（
５
６
）
０
０
７
５

歩
こ
う
大
会
参
加
者
募
集

日
時　

３
月
29
日
（
月
）

　
　
　

10

：

00
〜

集
合
場
所　

龍
城
院
キ
ャ
ン
プ
場

コ
�
ス

　

龍
城
院
キ
ャ
ン
プ
場

　
　

10

：

15
出
発

　

求
菩
提
山
（
昼
食
）

　
　

11

：

45
〜
13

：

30

　

求
菩
提
山
出
発

　
　

13

：

30

　

龍
城
院
キ
ャ
ン
プ
場

　
　

15

：

00
着

持
参
す
る
も
の

　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
等

参
加
費
用　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
１
）

　

体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
５
６
）
０
０
７
５

築
上
町
社
交
ダ
ン
ス
教
室

参
加
者
募
集

参
加
資
格　

築
上
町
在
住
の
男
女

期
間　

４
月
７
日
か
ら
１
年
間

　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

20

：

00
〜
21

：

30

場
所　

延
塚
記
念
館

　
　
　
　

（
２
階
ホ
ー
ル
）

会
費　

１
ヵ
月
１，

５
０
０
円

申
込
先

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
１
）

　

体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
５
６
）
０
０
７
５

問
い
合
わ
せ

　

体
育
協
会
ダ
ン
ス
部

　
　
　
　
　

（
５
６
）
３
７
９
２

人の動き（１月末現在）
　　　　　　　　　　　　　前月比
人　口：　 20,555 人　　　－３４
　　男：　　9,852 人　　　－１８
　　女：　 10,703 人　　　－１６
世帯数：　　8,967 世帯　　－１８
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町内外からのお知らせ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

体
験
学
習
講
座

・
紙
ひ
も
の
か
ご
作
り

日
時　

３
月
19
日
（
金
）

　
　
　

９

：

30
〜
16

：

00

参
加
費
用　

５
０
０
円

材
料
費　

実
費

・
一
閑
張
り
�
エ
コ
ク
�
キ
ン
グ

日
時　

３
月
19
日
（
金
）

　
　
　

９

：

00
〜
16

：

00

メ
ニ
�
�　

い
ろ
い
ろ
ド
レ
ッ　

シ
ン
グ
作
り

材
料
費　

実
費

・
手
仕
事
の
う
た

日
時　

３
月
26
日
（
金
）

　
　
　

11

：

00
〜
16

：

00

材
料
費　

実
費

・
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

日
時　

３
月
27
日
（
土
）

　
　
　

10

：

00
〜
12

：

00

参
加
費
用　

１
０
０
円

・
紙
す
き

日
時　

３
月
30
日
（
火
）

　
　
　

13

：

00
〜
15

：

30

参
加
費
用　

３
０
０
円

※

持
参
す
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
は
開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課　

環
境
係

　
　
　
　

（
内
線
１
４
２
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

（
５
６
）
０
０
１
６

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

　

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

制
度
は
、
建
築
士
等
の
専
門
家
を

自
宅
へ
派
遣
し
、
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る
住

宅
性
能
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
の
昭
和
56
年
以
前
に

建
設
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方

費
用　

３
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン

　

タ
ー
企
画
情
報
部
住
情
報
課

　

０
９
２
（
７
８
１
）
５
１
６
９

第
４
回
福
岡
県
景
観
大
会

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

多
く
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
い
、
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
「
第
４
回
福

岡
県
景
観
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
「
第
13
回
福
岡
県
景

観
文
化
展
」
「
第
22
回
福
岡
県
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
建
築
賞
」
の
受

賞
者
の
表
彰
式
、
受
賞
作
品
や
県

内
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
の
展

示
の
ほ
か
、
住
民
や
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
具
体
的
に
紹
介
し

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

３
月
７
日
（
日
）

　
　
　

10

：

00
〜
16

：

30

場
所　

九
州
国
立
博
物
館

（
太
宰
府
市
石
坂
４
ー
７
ー
２
）

※
受
賞
作
品
等
に
つ
い
て
は
３
月

２
日
（
火
）
か
ら
国
立
博
物
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
振
興
課

　

企
画
振
興
係
（
内
線
３
６
２
）

　

福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市
計
画

　

課　

都
市
政
策
係

　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
７
１
２

改
正
労
働
基
準
法
が
平
成
22
年

４
月
１
日
か
ら
施
行

　

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
労
働

者
の
健
康
確
保
や
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
労
働
基
準
法
等
が
改
正
さ
れ
、

平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ
ま

す
。
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
限
度
時
間
（
例
え
ば
１
ヵ
月
で

は
45
時
間
）
を
超
え
る
時
間
外
労

働
の
割
増
賃
金
率
を
「
25
％
を
超

え
る
率
」
に
す
る
よ
う
努
め
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
１
ヵ
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間

外
労
働
に
つ
い
て
は
、
法
定
割
増

賃
金
率
が
50
％
以
上
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
引
き
上
げ
分

（
25
％
か
ら
50
％
以
上
に
引
き
上

げ
た
差
の
部
分
）
の
割
増
賃
金
の

支
払
い
に
代
え
て
、
有
給
の
休
暇

を
付
与
す
る
制
度
（
代
替
休
暇
）

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
②
に
記
載
す
る
事

項
は
、
当
分
の
間
、
中
小
企
業
に

は
適
用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、
労

使
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
年
に
５
日
を
限
度
と
し
て
時
間

単
位
で
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

詳
し
く
は
、

　

福
岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
o
ka-p
lb
.

 go
.jp
/1
to
p
ics4
5
4
.h
tm
l

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
48
回
福
岡
県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
参
加
者
募
集

参
加
資
格　

身
体
障
害
者
福
祉
法

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
を

有
し
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

16
歳
以
上
の
方
で
あ
っ
て
県
内

（
政
令
市
を
除
く
）
に
居
住
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
推
薦
に
よ
る
方
。

・
市
町
村
長
ま
た
は
市
町
村
身
体

　

障
害
者
福
祉
協
会
長

・
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
長

・
盲
・
養
護
学
校
長

日
時　

５
月
９
日
（
日
）

　
　
　

10

：

00
〜
17

：

00

　
　
　

（
雨
天
決
行
）

会
場　

博
多
の
森
陸
上
競
技
場
、

　
　
　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　

・
ア
リ
ー
ナ
棟

申
込
期
限　

２
月
26
日
（
金
）

　

申
込
書
は
、
若
干
数
福
祉
課
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
つ
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　

（
内
線
２
４
１
）

　

築
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
５
２
）
２
１
１
０

福
岡
県
保
育
士
試
験

試
験
日

筆
記
試
験　

８
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

・
８
日
（
日
）

実
技
試
験　

10
月
10
日
（
日
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

〜
５
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

受
験
申
請
書
の
請
求
及
び
申
込
先

〒
１
７
１
ー
８
５
３
６

東
京
都
豊
島
区
高
田
３
ー
19
ー
10

（
社
）
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

　

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
（
４
１
９
４
）
８
２
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平
成
22
年
度
国
税

　
　

専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格　

１
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２
、
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
方
で
、
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

第
１
次
試
験
日

　

６
月
13
日
（
日
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
14
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

行
橋
税
務
署

　

（
２
３
）
０
５
８
０

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
等
程
度
）

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
平
成

23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る

方

申
込
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日(

木)

〜
３
日(

土
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

４
月
１
日(

木)

〜
８
日(

木
）

第
１
次
試
験
日

　

５
月
２
日
（
日
）

○
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業

し
た
方
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
及
び
人
事
院
が

同
等
と
認
め
る
方

申
込
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
10
日
（
土
）
〜
14
日

（
水
）

・
郵
送
又
は
持
参

　

４
月
12
日
（
月
）
〜
21
日

（
水
）

第
１
次
試
験
日

　

６
月
20
日
（
日
）

○
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
平
成

23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る

方

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
14
日
（
水
）

第
１
次
試
験
日

　

６
月
13
日
（
日
）

○
法
務
教
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業

し
た
方
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
及
び
人
事
院
が

同
等
と
認
め
る
方

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
14
日
（
水
）

第
１
次
試
験
日

　

６
月
13
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係

　

０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

豊
前
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
常
設

　

今
ま
で
毎
月
第
４
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
た
福
岡
県
弁
護
士
会

北
九
州
部
会
に
よ
る
豊
前
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
（
有
料
法
律
相
談
）

が
２
月
１
日
か
ら
常
設
（
平
日
の

み
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
前
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

弁
護
士
会
主
催
の
相
談
事
業
の
た

め
、
ど
な
た
で
も
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
常
設
相
談
︵
有
料
・
予
約
制
︶

主
催

　

福
岡
県
弁
護
士
会
北
九
州
部
会

時
間　

13

：

00
〜
16

：

00

　
　
　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所　

豊
前
商
工
会
議
所
２
階

相
談
料　

30
分
５
,

２
５
０
円

※

多
重
債
務
問
題
の
相
談
は
無
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

豊
前
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
９
７
９
（
８
２
）
５
２
７
２

無
料
法
律
相
談
会

　

相
続
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記

相
談
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問

題
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問

題
、
成
年
後
見
な
ど
、
身
近
な
法

律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書
士

が
無
料
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催　

福
岡
県
司
法
書
士
会

　
　
　

筑
豊
支
部

後
援　

築
上
町

日
時　

３
月
27
日
（
土
）

　
　
　

10

：

00
〜
15

：

00

場
所　

コ
マ
ー
レ

　

事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

　

０
９
４
７
（
４
４
）
２
５
３
０

受
付
時
間

　

平
日　

10

：

00
〜
16

：

00

北
九
州
空
港
４
周
年
イ
ベ
ン
ト

　

北
九
州
空
港
開
港
４
周
年
を
記

念
し
て
、
３
月
21
日
（
日
）
に
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
記
念
コ
ン
サ
�
ト

時
間　

11

：

00
〜
16

：

30

場
所　

２
階
出
発
ロ
ビ
ー

演
奏　

マ
ン
ド
リ
ン
、
フ
ォ
ー
ク

　
　
　

ソ
ン
グ
、
管
弦
楽

・
物
産
市

時
間　

10

：

00
〜
15

：

00

　
　
　
　
　
　

（
予
定
）

場
所　

１
階
屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場

・
記
念
品
配
布

時
間

　

10

：

30
〜
つ
き
た
て
紅
白
餅

　
　
　
　

（
先
着
３
０
０
人
）

　

13

：

40
〜
北
九
州
空
港
オ
リ
ジ

　

ナ
ル
お
嫁
ち
ゃ
ん
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　

（
先
着
４
４
４
人
）

場
所　

２
Ｆ
出
発
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

　

北
九
州
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
株
）

　

０
９
３
（
４
７
５
）
４
１
９
５
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緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

No.10

武
野　

恭
子

　

早
い
も
の
で
、
築
上
町
に
き

て
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
一

月
、
協
力
隊
の
面
接
の
時
に
、

控
え
室
か
ら
面
接
会
場
ま
で
誘

導
し
て
く
れ
た
の
が
、
偶
然
に

も
一
昨
年
の
協
力
隊
で
現
事
務

局
の
ス
タ
ッ
フ
の
加
藤
さ
ん
で

し
た
。
待
っ
て
い
る
間
に
話
を

し
て
い
て
、
第
一
希
望
が
築
上

町
だ
と
伝
え
る
と
、「
な
ん
か
、

築
上
っ
ぽ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
た
ぶ
ん
、
築
上
町
に
合
っ

て
い
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
「
カ
キ
が
う

ま
い
よ
！
」
こ
の
一
言
で
も
う
、

絶
対
協
力
隊
に
、
築
上
町
に
合

格
し
た
い
！
と
思
い
ま
し
た
。

　

12
月
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
カ

キ
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
計
５
日

間
伺
い
ま
し
た
。
船
に
乗
せ
て

も
ら
い
、
カ
キ
を
海
か
ら
引
き

上
げ
る
作
業
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
そ
の
日
は
波
が
高
く

揺
れ
も
け
っ
こ
う
あ
っ
た
の
で

す
が
、
舳
先
に
い
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
然
酔
わ
な

く
て
自
分
で
も
び
っ
く
り
。
港

に
戻
り
、
殻
磨
き
や
選
別
作
業

中
に
も
、
カ
キ
を
求
め
る
お
客

さ
ん
が
ひ
っ
き
り
な
し
。
残
念

な
が
ら
今
期
は
豊
前
海
の
大
半

が
不
漁
だ
そ
う
で
、
ど
こ
で
も

品
薄
状
態
。
原
因
は
夏
に
台
風

が
こ
な
く
て
海
水
が
混
ざ
ら
な

か
っ
た
と
か
、
水
温
が
高
か
っ

た
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
人
の
手
で
ど

う
こ
う
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

自
然
の
影
響
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

沿
岸
で
の
開
発
や
川
か
ら
流
れ

て
く
る
水
、
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
、

逆
に
人
の
手
が
ち
ょ
っ
と
加

わ
っ
た
だ
け
で
、
魚
貝
た
ち
が

住
み
づ
ら
い
海
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
山
、
川
、
田
畑
、
そ

し
て
海
が
あ
る
協
力
隊
員
に
人

気
の
築
上
町
。
す
ば
ら
し
い
環

境
を
ぜ
ひ
残
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

【
協
力
隊
を
受
け
入
れ
て
】

　
　

豊
築
漁
協
椎
田
町
支
所

　
　
　
　

豊
田　

達
三
さ
ん

　

今
日
、
漁
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
私
達
は
今
、
獲
る
漁
業
だ

け
に
頼
ら
ず
、
育
て
る
漁
業
へ

と
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
「
豊
前
海
一
粒

カ
キ
」
の
養
殖
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
の
若
者
が
毎
年
来
町
す
る
よ

う
に
な
り
、
今
期
は
女
性
の
武

野
さ
ん
が
来
町
し
ま
し
た
。
武

野
さ
ん
は
、
海
の
仕
事
を
懸
命

に
学
び
、
一
粒
カ
キ
の
仕
事
も

私
達
の
一
員
と
し
て
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
彼
女
の

人
生
に
大
き
く
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「築上町都市計画マスタープラン（案）」
パブリックコメント

2010元気アップウォーキング
参加者募集

　ウォーキングを通じて、住民の健康増進と
活性化を図るため、安武第４自治会で “２０
１０元気アップウォーキングを開催します。
皆さま、ぜひご参加ください。
日　時　４月３日（土）
　　　　集合　８：１５　出発　８：３０
※少雨決行、荒天中止
コース（スタート：ふるさと公園）
　　４ｋｍ　ＪＡ下城井支所まで
　１０ｋｍ　本庄の大楠まで
　１５ｋｍ　山村自然学校（旧寒田小）
　　　　　　まで
　目的地からの移動は、各自交通手段を確保
してください。
参加費用　１人５００円（保険料他）
　　　　　中学生以下３００円
※当日、受付で提出してください。
申込期限　３月３１日（水）
申込・問い合わせ　築上町大字安武 344-4　
　後藤　宏一（安武第４自治会）
　TEL・FAX（52）1809

　将来の築上町のまちづくりに関する方針を定める「築上町都市

計画マスタープラン」を策定中です。今回案としてとりまとめま

したので、ご意見・ご提案をいただき、よりよい計画にするため、

パブリックコメントを実施します。

期間　３月１日（月）～ 23日（火）（土日・祝日は除く）

　　　８：30～ 17 ：00

閲覧場所　建設課、総合管理課、中央公民館、築城公民館、　　

　　　　　コマーレ

　町ホームページ　http://www.town.chikujo.fukuoka.jp/

提出方法　「築上町都市計画マスタープラン（案）」に関するパブ

　リックコメントと明記し、ご意見（様式自由）と住所・氏名・

　年齢をご記入のうえ、持参、郵送、ファックス、電子メールで

　提出してください。

　　電話によるご意見の受付はできませんので、ご了承ください。

提出先　

持参の場合　建設課、総合管理課（支所）

郵送の場合　〒829-0392　築上郡築上町大字椎田 891 番地 2

　　　　　　築上町役場 建設課 計画係

　　　　　　Eメールの場合　kensetsu@town.chikujo.lg.jp

問い合わせ　建設課　計画係（内線 391）
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図書館
だより
◎図書は椎田・築城両図書館あわせて６冊まで、１５日間借りられます。（ＣＤは２枚まで、８日間です。）
◎利用者カードの申し込みは椎田・築城どちらでも行っております。（本人確認のために免許証または保険
　証等が必要です。中学生・高校生は生徒手帳でも可。小学生は保護者による申請書の記入が必要です。）

◎今月の休館日は　２日・９日・16日・23日・30日です。
◎開館時間は　９時００分～１７時００分までです。
問い合わせ
●築上町図書館　（５６）５１７１　●築城図書館（５２）００６６

　発足して約 10年。細々と活動を行っています。発足当初は月 1回、図書
館でお話会を行っていましたが、現在は小学校での読書集会、保育園・幼稚
園での誕生会などのイベントに出張しています。　　　　　　　　　　　　　
　活動内容は、お話会の開催。主にミュージックパネル、パネルシアターが
好評です。
※読書ボランティアに興味・関心のある方は築上町図書館までお問い合わせ
　ください。

【がんばってます！！読書ボランティアさん】（第３回）『ママのショートケーキ』

半島へふたたび／蓮池　薫著
「あれ、朝鮮半島じゃな
い？！」家内の声に飛行機
の窓から覗き見る。その瞬
間、僕のなかでおぞましい
24 年の歳月が甦った。初
めて訪れたソウル。初めて
明かす、北朝鮮、拉致への

思い。拉致被害者による初めての手記。
新潮ドキュメント賞受賞作品。

飼育係長／よしなが　こうたく著
「かわいいから　飼おうよ！」
遠足で行った動物園からついて
きたシマシマの子ブタを飼い始
めた 1 年 2 組のみんな。「エサ
をあげていれば良いんだ」と飼
育係のまさおは、懸命に世話を

やきます。ところが夏休みがあけると、子ブタ
は大変な事に…。生き物を思いやる心を育てる
一冊です。福岡出身の作者ならではの博多弁多
彩の会話も必見です。

あまくておいしいこいのものがたり
　　　　　　　／ジョナス・リベイロ著

「ケーキやさんとおひめさ
ま。はじめてであった日、
ふたりは恋におちました。」
お姫様とケーキ屋さんのあ
ま～い恋のゆくえは？ラブ

リーな花柄の布やレースのコラージュが
楽しい、ブラジル発　かわいいラブ・ロ
マンス絵本です。

水曜日の本屋さん
　　　　  ／シルヴィ・ネーマン著

「そんなに好きな本なのに、

どうして買わないの・・・？」

フランスの街角の小さな書

店で出会った少女と老紳士。

本が介する心の交流を抒情ゆたかに描い

た美しい絵本です。

こども論語塾／安岡　定子著
子どもも大人も楽しみなが
ら読める『論語』の本！短
くてわかりやすい 20 章に
「こども用解説」が付いて
います。『論語』には子ど
もに伝えたい大切な言葉が

詰まっています。声に出して読んでほし
い本です。全 3巻。

福岡県の城郭　戦国城郭を行く
　　　　　／福岡県の城郭刊行会編

山地や平野に点在するお城で
代表的な 222 城を第一線の研
究者達が 10 数年間に渡り現
地調査した成果を織り込んだ、
「福岡県内の中世・戦国期の

お城がこの一冊で分かる」資料集です。お
城の位置、構造はもちろんのこと、歴史的
な変遷、参考文献に至るまで情報源豊富です。

【図書館おすすめの本】

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●児童館からのお知らせ児童館からのお知らせ
申込・問い合わせ　児童館（５７）４３００

＜子どもフェスティバル「春まつり」＞
　今年も子どもフェスティバル「春まつり」を開催しま

す。おいしい出店が並び、ふれあい動物ランドや正義の

ヒーロー登場など、楽しい催しがいっぱいです。　　

　先着１５０人のお子さんにはすてきなプレゼントがあ

ります。ぜひ遊びにきてください。

※プレゼントは受付で配布します。

※受付で名前を書いてください。児童館の保険の対象に

　なります。

　日　時　３月７日（日）１０：００～１５：３０

　会　場　児童館

　内　容

　・ステージでの催し

　　　（音楽やダンス、パントマイムなど）

　・オリジナルアンパンマンショー

　・キャラクターと撮影会

　　　（アンパンマンと正義のヒーロー）

　・ふれあい動物ランド（うさぎ、ひよこなど）

　・ちびっこ広場（ボールプール、すべり台など）

　・体験コーナー（木工教室、スライム作り）

　・チャレンジ広場（簡単な運動にチャレンジしよう）

　・おいしい出店（カレー、焼きそばなど）

　・おもちゃ病院（こわれたおもちゃの修理、点検。電

　　　　　　　　　 話で予約受付ます）

＜わくわくチャレンジ教室参加者募集＞
・春のお花を生けよう！フラワーアレンジメント教室

　日　時　３月２０日（土）１０：００～

　会　場　児童館

　講　師　華道池坊家元中央委員　山本築仙氏

　内　容　チューリップなどのお花を生けて春を感じよ

　　　　　う！

　対象者　小・中学生

　持参するもの　花ばさみ、作品を入れる袋

　材料費　５００円

　申込期限　３月１４日（日）

　申込・問い合わせ　児童館（５７）４３００



４12

～人権啓発センター・同和研修センターからのお知らせ～
椎田人権啓発センターと築城同和研修センターは、築上町の隣保館です。

隣保館とは、人権啓発・擁護、社会福祉の充実、住民交流を目的とした施設です。
　

人
権
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
「
人
と
し

て
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」
で
す
。

　

人
権
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
侵
害
さ
れ
た
り
、
侵
害

し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
や
身
近
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板

な
ど
に
も
、
人
権
を
侵
害
す
る
書
き
込
み
が
多
数
み
ら

れ
ま
す
。
あ
な
た
の
人
権
も
知
ら
な
い
う
ち
に
侵
害
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

他
人
事
と
思
わ
な
い
で
、
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
大

切
な
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
相
談

・
人
権
擁
護
委
員
や
弁
護
士
に
よ
る
人
権
相
談
。

・
相
談
員
に
よ
る
「
人
権
」
「
福
祉
」
「
子
育
て
・
教

　

育
」
「
就
職
」
等
の
「
相
談
」
。
相
談
内
容
に
よ
っ

　

て
関
係
機
関
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
人
権
啓
発

・
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
無
料
レ
ン
タ
ル

　

※

ご
家
庭
で
見
て
考
え
、
話
し
合
え
る
内
容
の
も
の

　

が
多
数
あ
り
ま
す
。
館
内
で
の
上
映
も
で
き
ま
す
の

　

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
住
民
交
流

・
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
「
セ
ン
タ
ー
教
室
」
の
開
設
。

○
会
議
室
等
の
レ
ン
タ
ル

・
人
権
啓
発
等
に
関
係
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
は
、

　

無
料
で
お
部
屋
を
お
貸
し
し
ま
す
。
事
業
所
や
グ　

　

ル
ー
プ
等
の
研
修
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
要
予

　

約
）

　

そ
の
他
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
輝
け
る
町
に

申込書・問い合わせ：椎田人権啓発センター　56-3116　築城同和研修センター　52-1822

※　申込書は、住民課・築城支所総合管理課・中央公民館・築城公民館・椎田人権啓発センター・築城同和研修センターに置いてい
　ます。（定員になり次第締め切らせていただきます。なお、５人に満たない教室は、開催できない場合があります。）
※　事故等（往復途中を含む）について、町及びセンターは一切責任を負いません。
※　受講者は、安全保険に加入していただきます。
※　受講者は、町が主催する人権啓発行事に参加していただきます。

ふれあい教室（椎田人権啓発センター）
教室名 開催日・時間 講習時間

2時間程度

2時間程度

3時間 30分程度

2時間程度

6時間程度

6時間程度

毎月第 2・4火曜日
20：00～

毎月第 2月曜日
9：30～

毎月第 1・3木曜日
9：30～

毎月第 2・4月曜日
13：00～

毎月第 2水曜日
9：30～

毎月 1回金曜日
9：00～

歌　謡

料　理

書　道

陶　芸

押し花

薬　草

定　員

15人

15人

15人

15人

15人

15人

センター教室（築城同和研修センター）
教室名 開催日・時間 講習時間

2時間程度

2時間程度

1時間 30分程度

6時間程度

6時間程度

毎週水曜日
19：30～
毎週火曜日
13：30～

毎月第 2・4金曜日
19：00～

毎月第 2水曜日
9：00～

毎月第 4木曜日
9：00～

カラオケ

木彫り

習　字

陶芸1班

陶芸2班

定　員

30人

20人

20人

30人

30人

期　間：１年間（平成22年4月～平成23年3月）　申込期間：平成22年3月1日（月）～12日（金）
受講料：教室での教材費は個人負担です。

椎田人権啓発センターと築城同和研修センターでは、福祉向上や人権啓発の住民交流の拠点となる
開かれたコミュニティーセンターを目指し、各種講座を開設しています。

～平成22年度　築上町ふれあい教室・センター教室受講者募集～

岩
丸
川

築上町役場
○

○

日
豊
線

★

椎田人権啓発センター
築上町大字椎田852-2

56-3116 赤幡橋

椎田道路

築上町役場
築城支所

椎田・勝山線

城　井　川

築城同和研修センター
築上町大字赤幡607-2

52-1822

★
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６
）
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０
（
内
線
７
１
０
）

今年度の特定健診・特定保健指導は？

麻しん風しん混合MR予防接種について
　平成20年4月から第３期・4期が予防接種の対象

に新たに追加されています。平成21年度の第2期・

3期・4期の対象者は、平成2２年3月までに接種し

ないと任意接種となり、費用についても全額自己

負担となりますので、まだ接種していない方は、

早めに接種をしましょう。

第１期：生後12 ～24ヶ月未満のお子さん

第２期：小学校就学1年前の５・６歳のお子さん

　　　（平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれ

　　　　のお子さん）

第３期：中学校1年生相当

　　　（平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれの

　　　　お子さん）

第４期：高校3年生相当

　　　（平成３年4月2日～平成４年4月1日生まれ

　　　　のお子さん）

　詳しい内容については健康増進係までお問合せ

ください。
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35

H21年度　特定健診受診率(校区別) H20・21年度　築上町における特定健診受診
リピーター率(校区別)

受診率 リピー
ター率
（％）

葛城
地区

椎田
地区

八津田
地区

西角田
地区

上城井
地区

築城
地区

下城井
地区

葛城
地区

椎田
地区

八津田
地区

上城井
地区

築城
地区

下城井
地区

西角田
地区
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700
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校区別受診率 校区別リピーター率

特定健診

特定保健指導
＊受診者のうち保健指導の対象となった人に対

　して実施したもの
　21年度受診者のうち、保健指導の対象となった人

は１８１名で16.6％でした。対象者の中で保健指導

を利用した人は61名33.7％で、これも目標値45％を

下回りました。保健指導とはメタボリック症候群の

予備軍等で、まだ治療を受けていない人たちに予防

のため、まずは生活習慣を見直してもらい、日常生

活で取り組めそうな目標を設定し実行してもらおう

というものです。今年度は「生活習慣かいぜん教

室」という教室を開きました。参加者は「うす味に

気をつける」「休肝日をつくる」「こまめに動くよ

うにする」「（毎日）血圧を測る」などの目標を立

てて６ヶ月間取り組み、６ヵ月後に集まってお互い

の健康状態を振り返ります。頑張った話、中々思う

ようにいかない話などをしながら、これからも健康

でいようねと声を掛け合います。教室に参加した人

の中には、食べ過ぎや間食に気をつけるようになっ

た人、体重と腹囲が正常範囲になった人、歩くこと

が習慣になった人など、よい変化のあった人がいま

した。見習いたいですね。

　メタボリック症候群の予防のため、町の保健師や

管理栄養士をどんどん活用してください。

＊40〜74歳までの国保加入者を対象に実施した

　もの
　21年度の全町健診受診率は26.2％でした。これは

20年度29.4％より低下しています。また21年度目標

受診率40％を大きく下回りました。さらに校区別に

見ると、下記グラフに示したように受診率の高い地

区と低い地区とでは10％以上の開きがようです。地

区によって健診に対する関心度に差があることがわ

かります。町では今後とも健診の必要性を理解して

いただくようPRに努めます。

　また、20・21年度継続して受診した人の割合は町

全体で67.3％でした。この数字は毎年欠かさず健診

を受けている人がどれくらいいるかがわかり、この

数字が高い程、受けている人の健康意識の高さや、

健診が指示されているかどうかの指標になります。

校区別（右グラフ）では葛城、椎田、八津田地区が

高いのですが、これらの地区は受診率も高い値と

なっており、その他の地区に比べ、健診に対する関

心と健康意識の高さが伺えます。このような地区の

状況をふまえ、良い効果が町全体に波及していくよ

う取り組んでいきたいと思います。

報告
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「特定健診の受診を促進するための学習会」を開催しました

食生活改善推進会

旬の食材の簡単料理紹介
＜いり大豆ごはん＞

東高塚地区　岡﨑順子さん

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

○材料（６人分）

　米………３合

　大豆……60g

　人参……80g

　青のり…適宜

薄口醤油…小さじ２

塩…………小さじ 1/3

酒…………大さじ 1/2

①米は普通に洗う。　②大豆は焦げないようによく炒める。
③人参は小さめのせん切りにする。
④米に大豆、人参、（Ａ）を加えて水加減は普通に炊く。
⑤炊けたら青のりをご飯に散らす。

自治会で健診に関する学習会をしたいなどの要望がありましたら、健康増進係まで
ご連絡ください。

参加者から出た意見を紹介します

・なんで健診を受けんといけんかがわかった。

　病院に行ってるから健診を受けないという人

　が多いけど、受けんといけん。

・こんな話を住民に広めていくべきだ。

・うちの自治会は受診率いいやろ。声かけるか

　らなー。

・自治会の集まりの中で、こんなことをやらな

　ければいけない。

アメリカは保険
がないからあまり
医療を受けられ
のやない？

日本は保険制度
があるから、高度
な医療が受け
られる。

アメリカと
日本の医療の
違いは？

・作り方

　１月２６日、保健センターチアフルついきで特定健診の受診を促

進するための学習講演会を行いました。参加者は約８０名、町議会

議員、国保運営委員、自治会長、健康づくり自主グループのみなさ

んが集まりました。講師は長野県に住む保健師の熊谷勝子さん、全

国を回って特定健診・特定保健指導の効果的な展開について現場の

保健師たちを指導しています。今回は築上町の特定健診が住民の役

に立つものになるためにと講師を引き受けてくださいました。

　この学習会では国の医療制度改革とはどのようなものか、築上町

の医療費や介護給付費はどうなっているか、築上町の住民は特定健

診や保健指導を積極的に受けているかなど、様々なデータをもとに

した資料を使って学習会が進みました。グループに分かれての話合

いなど、参加者はとても熱心に取り組んでいました。

｛A

ME
TASE

no MORI

もり

http://www.metase.net
●国際交流館をお貸しします！グループ、
　個人の作品展など自由にご利用ください。
●事務所までお気軽にお申し込みください。

『メタセの杜』
TEL.0930-52-3828

　「京築地域農業・農村活性化推進大会」特別番組を放送
します。
日　時：３月１４日（日）13：00～ 15：00
内　容：・記念講演　フーズ＆ヘルス研究所
　　　　　代表　幕内秀夫氏
　　　　 ・平成２１年度農業関係表彰受賞者インタビュー
問い合わせ：スターコーンＦＭ　（５７）１２３４

スターコーンＦＭ特別番組のお知らせ
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★

★

町
の
ス
タ
�

☆☆☆☆ 築上町の話題 ☆☆☆☆

★
九州地区体育指導委員功労者表彰
　　～おめでとうございます

おにっこ児童クラブ　緑の文化祭・紙芝居の部で２年連続
　「奨励賞」受賞　～おめでとうございます

押し花で芸術大賞受賞～おめでとうございます

豆まき～鬼は外、福はうち

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。「
投
稿
の
ひ
ろ
ば
」

で
は
、
情
報
や
投
稿
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 　
　
　
　
総
務
課　
情
報
政
策
係
（
内
線
３
３
５
）

　１月３０日、３１日に大分県別府市で九州各県の体育
指導委員及び関係者約２ ,５００人を集めて開催された
「第５２回九州地区体育指導委員研究大会」で、築上町体
育指導委員の川端政廣さん（体育指導委員歴１９年）が、
永年にわたるスポーツ振興活動に対し、九州地区体育指
導委員功労者表彰を受けました。

　第３回森のＪＯＭＯカップ・緑の文化祭２００９紙芝居の
部で、築上町のおにっこ児童クラブが見事に、昨年に引き続
き２年連続奨励賞（地球緑化センター理事長賞）を受賞しま
した。これは、緑のふるさと協力隊の派遣元でもある地球緑
化センターが主催し、林野庁等の後援により、身近な森をテー
マに子どもたちが紙芝居を作成し、改めて森の役割等を発見
してもらうことを目的に行われているものです。
　おにっこ児童クラブでは、産業課と緑のふるさと協力隊の
武野恭子さんから森についての説明を受け、児童は森が持つ
役割について考え、オリジナルのストーリーを紙芝居にしま
した。この取り組みが児童にとって環境問題について考える
良いきっかけとなったことでしょう。

　１月に東京の国立新美術館で行われた第１２回エイズ
チャリティー美術展で、篠田　子さんが村松秀太郎芸術
大賞を受賞しました。この展覧会は、アートを通じてエ
イズ問題に取り組んでいくことを目的に行われています。
受賞作品のタイトルは、自身が「思い出がたくさんつまっ
ている作品」と話す「メモリー飛行」。長年あちこちで集
めた草花等の材料を１つの作品にしたもので、５年ほど
前の作品ですが、関係者の目にとまり、今回出品されま
した。
１３年前から本格的に押し花を始めたという篠田さん。
現在は、押し花教室で指導するかたわら毎週福岡市まで、

勉強に通っています。今後については、「押し花の魅力は、何気ない身近にある草花の美しさ、また、それらを使っ
て一から自分で作り上げるところです。これからも楽しんで作品作りに取り組んでいけたら」と話されました。

　２月３日、築城保育所で豆まきが行われました。園児たちは、手作り
の鬼の面をかぶった鬼の役と豆をまく役に分かれて、プレイルームに集
合し、先生から「豆まきは、心の鬼を退治することです」と豆まきの意
味を聞きました。そして、園児それぞれが退治したい鬼を「けんか鬼！」
「好き嫌い鬼！」と発表し、「鬼は外、福はうち」と元気な声で豆をまい
ていました。
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農業の活性化をめざして
　２月８日、コマーレで第８回京築地域農業・農村活性化推進大
会が行われました。これは、豊かな地域社会、農村・農業の活性
化を目指して行われているものです。当日は、農業関係表彰受賞
者の紹介のほか、事例発表「完全米飯給食の取り組みについて」
と題し、役場産業課の田村啓二氏、八津田小学校の田中孝憲校長
が、町内で米飯給食完全五日制のモデル校となった八津田小学校
の取り組みを発表しました。また、「ＦＯＯＤは風土～健康のた
めの食生活とは」と題し、フーズアンドヘルス研究所代表の幕内
秀夫氏による講演も行われました。大会を通して、米飯の良さ、
米飯給食の推進が強調され、築上町の取り組みに対する期待がう
かがわれました。

北九州空港と能楽堂で京築神楽
　１月３０日、京築神楽北九州空港公演が開催
されました。築上町からは檪原神楽講が華麗な
「御先神楽（〆切）」を披露し、会場は約５００
人の観客で賑わいました。
　また、２月１１日に開催された京築連帯アメ
ニティシンポジウムでは、大濠公園の能楽堂で
赤幡神楽保存会が「綱御先」を披露。京築をは
じめ福岡市、県内外から約３５０人の観客が来
場し、京築神楽の文化を堪能しました。

おばらふれあい文化フェスタ
　２月１４日、小原小学校で、おばらふれあい
文化フェスタが行われました。当日は、小原小
学校児童による劇、小原神楽、地域住民による
歌や楽器演奏などが行われ、それぞれが趣向を
凝らした内容を披露し、参加者から拍手が送ら
れました。子どもから高齢者まで、さまざまな
年代が参加して、交流を深めました。

カレー作りに挑戦
　１月２１日に八津田小学校、１月２７、２９
日に築城小学校で、児童によるカレー作りが行
われ、児童は材料の準備から調理に挑戦しまし
た。できあがった給食を「すごくおいしい」と
笑顔でほおばりながら、食べ物のありがたさ、
作ってくれる人への感謝の気持ちを学んだこと
でしょう。
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六
回 

日
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の
無
縫
塔
〜

スポーツ結果 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● （敬称略）

パークゴルフ第３回師走大会結果（敬称略）
（男子の部）
　優　勝　田村　　勉
　準優勝　⻆本　行好
　第３位　吉元三千穗
（女子の部）
　優　勝　小戎タエ子
　準優勝　小澤ミヤ子
　第３位　沖永冨士子

パークゴルフ第２２回
ＨＤマッチプレートーナ
メント大会結果（敬称略）
　優　勝　川又　国男
　準優勝　小戎　勝人
　第３位　田村　　勉

パークゴルフ第１７回記録会結果（敬称略）
（男子の部）
　優　勝　田村　　勉
　準優勝　島津須美男
　第３位　古本　義隆
（女子の部）
　優　勝　小澤ミヤ子
　準優勝　成吉美代子
　第３位　伊藤　寿江

　

日
奈
古
文
化
公
園
を
登
っ
て
行
き
、
右

手
の
山
林
の
中
に
入
る
と
、
丘
陵
の
先
端

近
く
に
こ
の
美
し
い
石
塔
が
現
れ
る
。
高

さ
約
１
５
０
㎝
の
町
指
定
文
化
財
の
無
縫

塔

(

む
ほ
う
と
う

)

。
無
縫
塔
と
は
禅
宗
僧

侶
の
墓
塔
の
こ
と
で
、
禅
宗
寺
院
に
行
く

と
、
上
部
が
ツ
ル
ン
と
丸
い
石
塔
を
見
か

け
る
。
こ
こ
は
小
字
名
を
「
水
光
寺
」
と

い
い
、現
在
お
寺
は
な
い
が
、天
保
三
年
（
一

八
三
二
）「
築
城
郡
角
田
手
永
寺
社
御
改
帳
」

に
よ
る
と
日
奈
古
村
に
小
倉
宗
玄
寺
末
寺
、

瑞
光
寺
と
い
う
寺
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
瑞
光
寺
の
僧
侶
の
墓

塔
で
あ
ろ
う
。
石
材
は
角
閃
安
山
岩
製
で
、

基
壇
、
基
礎
、
竿
、
中
台
、
請
花
（
蓮
華
座
）、

塔
身
の
六
つ
の
石
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
繊
細
な
彫
刻

に
は
目
を
見
張
る
。
専
門
家
の
鑑
定
で
は

南
北
朝
時
代
前
半
の
も
の
と
し
て
、
県
下

で
も
随
一
で
あ
る
。
下
日
奈
古
公
民
館
の

庭
先
に
も
一
基
、
安
山
岩
製
と
凝
灰
岩
製

の
別
々
の
部
位
を
組
み
合
わ
せ
た
無
縫
塔

が
あ
る
。

　

さ
て
日
奈
古
に
は
か
つ
て
鉄
輪
山
照
明

禅
寺
と
い
う
お
寺
も
あ
り
、
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
銘
の
本
尊
釈
迦
如
来
が
何
故

か
宇
佐
市
四
日
市
別
院
に
あ
る
。
旧
文
殊

堂
（
輪
法
寺
）
も
禅
寺
で
、
旧
文
殊
堂
の

横
に
は
禅
宗
僧
侶
の
墓
と
言
わ
れ
る
地
下

式
横
穴
墓
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
無
縫
塔
か
ら
み
て
造
立
し
た
の
は

か
な
り
の
高
僧
と
思
わ
れ
、
日
奈
古
文
化

公
園
は
ま
さ
に
中
世
禅
宗
文
化
の
拠
点
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。　

　
　
　
　
　

（
生
涯
学
習
課　

高
尾
栄
市
）

かるた大会

　２月１４日、コマーレで第２６回京築ブロック連
絡協議会「新年カルタ大会」が行われ、京築地区か
ら約２００人の子どもたちが参加しました。かるた
の句が読み上げられると、子どもたちは、素早い動
きでかるたを取り、熱戦を繰り広げました。
　築上町の子ども会は、残念ながら上位入賞はでき
ませんでしたが、健闘を見せました。
低学年の部　優勝　山田クイーン   （豊前市）
高学年の部　優勝　若竹子ども会Ａ（みやこ町）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
身
近
に
あ
る
け
れ

ど
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
築
上
町
の
歴
史

や
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
築
上
町
の
知
ら
れ
ざ

る
歴
史
を
探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
第
六
回
目
は「
日
奈
古
の
無
縫
塔
」で
す
。
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行事予定表 ３月1日～４月10日
・楽々健康クラブ（10:00～11:00・築城公民館）

・おっぱい育児相談（10:00～12:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）
・ＢＣＧ予防接種（13:30～14:00受付
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき） 

・補聴器相談（13:30～14:30・築城公民館）
・補聴器相談（10:00～11:00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（9:30～15:00・自愛の家）

・子育て相談（10:30～11:30・児童館）

・消防春の訓練（9:00～築城支所）

・子どもフェスティバル「春まつり」（10:00～児童館）
・がん検診（胃がん、大腸がん検診　8:00～9:00受付、
　　乳がん、子宮がん検診8:30～10:00受付・要予約
　　・中央公民館）
・休日相談医
　豊前市…八屋第一診療所　　　　☎0979-82-2502
　　　　　矢鳴医院　　　　　　　☎0979-82-3276
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・がん検診（胃がん、大腸がん検診8:00～9:00受付、
　　乳がん、子宮がん検診8:30～10:00受付・要予約
　　・自愛の家）
・楽々健康クラブ（10:00～11:00・築城公民館）
・三種混合予防接種（～12日）
　（医療機関及び接種曜日・時間は『平成21年度築上町
　　予防接種年間予定表』をご覧ください）

・おっぱい育児相談（10:00～12:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）

・補聴器相談（10:00～11:00・築城公民館）
・補聴器相談（13:00～14:00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（9:30～15:00・自愛の家）

・椎田・築城中学校卒業式（10:00～）

・休日相談医
　豊前市…渡辺整形外科　　　　　☎0979-82-2371
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・人権相談（13:30～16:00・築城同和研修センター）
・楽々健康クラブ（10:00～11:00・築城公民館）

・おっぱい育児相談（10:00～12:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）
・妊婦さんの調理交流会（10:00～13:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）

・行政相談（10:00～15:00・自愛の家、築城公民館）
・補聴器相談（13:00～14:00・自愛の家）
・補聴器相談（11:00～12:00・築城公民館）
・社協心配ごと相談（9:30～15:00・自愛の家）

・西角田・八津田・小原・築城・下城井・上城井小学校
　卒業式（10:00～）

・乳児健診：椎田地区（13:10～14:00受付・自愛の家）
・椎田・葛原小学校卒業式（10:00～）

・めぐみ幼稚園卒園式（10:00～）
・麻しん、風しん予防接種（～27日）
　（医療機関及び接種曜日・時間は『平成21年度築上町
　　予防接種年間予定表』をご覧ください）
・椎田・葛城保育園卒園式（10:00～）
・築城保育所卒園式（10:00～）

・春分の日
・アグリロードレース大会（8:10～）
・休日相談医
　豊前市…小林整形外科医院　　　☎0979-82-2438
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・休日相談医
　築上町…片山医院　　　　　　　☎52-0505
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・おっぱい育児相談（10:00～12:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）

・福岡県巡回事故相談（10:00～16:00・行橋市役所）
・補聴器相談（11:00～12:00・自愛の家）
・補聴器相談（9:30～10:30・築城公民館）
・社協心配ごと相談（9:30～15:00・自愛の家）
・乳児健診：築城地区
　（13:10～14:00受付・保健センターチアフルついき）

・１歳児すくすく教室（13:30～14:00受付
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）

・３歳児健診：椎田地区（13:10～14:00受付・自愛の家）

・福間・光耀・東築城保育園卒園式（10:00～）
・第一青蓮保育園卒園式（10:30～）
・第二青蓮保育園卒園式（9:30～）

・八津田・山びこ保育園卒園式（10:00～）
・休日相談医
　豊前市…梶原内科泌尿器科クリニック☎0979-82-2456
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・子育て相談（10:30～11:30・児童館）
・椎田・葛城・光耀・東築城・山びこ保育園入園式（10:00～）
・築城保育所入園式（10:00～）

・八津田保育園入園式（9:30～）
・第一青蓮・第二青蓮保育園入園式（10:30～）

・休日相談医
　豊前市…清田整形外科　　　　　☎0979-82-3127
　　　　　大川病院　　　　　　　☎0979-82-2203
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

・おっぱい育児相談（10:00～12:00要予約
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）
・ポリオ予防接種（13:30～14:00受付
　　　　　　　　　　　・保健センターチアフルついき）

・補聴器相談（10:00～11:00・自愛の家）
・補聴器相談（13:30～14:30・築城公民館）
・ＢＣＧ予防接種（13:30～14:00受付・自愛の家）
・社協心配ごと相談（9:30～15:00・自愛の家）
・粗大ごみ収集日：八津田・東高塚・峯原・浜宮
　・高杉住宅・新開・西高塚の一部（非垣団地、町営住宅
　西高塚入口、椎田中学校正門前）

・西角田・八津田・小原・築城・下城井・上城井・椎田
　・葛城小学校入学式（10:00～）

・椎田・築城中学校入学式（10:00～）

11日㈭

12日㈮

13日㈯

14日㈰

15日㈪

16日㈫

17日㈬

18日㈭

22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭

26日㈮

27日㈯

28日㈰

29日㈪
30日㈫
31日㈬

2日㈮

3日㈯

4日㈰

5日㈪

6日㈫

7日㈬

8日㈭

9日㈮
10日㈯

4月1日㈭

2日㈫

3日㈬

4日㈭

5日㈮

6日㈯

7日㈰

8日㈪

9日㈫

10日㈬

1日㈪

21日㈰

20日㈯

19日㈮

●コマーレ・築上町図書館・築城図書館休館日 ：毎週火曜日
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あこがれのバレーボール選手

幸せを運ぶお雛さま

　上田芳子さん（湊）が心を込めて作り出す和紙とはまぐりの雛人形。現在 95歳の上田さんは、阪神大震災の
被災者をはじめ、たくさんの方にこの雛人形を届けてきました。じっと見ていると自然に顔がほころんでしまう
という雛人形は、きっと今日も誰かを幸せにしていることでしょう。

白梅と紅梅の木

　加来高任さん宅（東八田）の梅の木は、今年、白梅と紅梅、両方の花を咲かせました。白梅の木に紅梅の枝を
接いだといいますが、二つの枝がどちらも見事に花を咲かせた姿に植物の生命力の強さと不思議さを感じずには
いられません。
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